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上田国分寺 －蘇民将来との遭遇ー
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大化の改新(645)
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中央アジア（蒙古）

のパオを思わせる



水沢黒石寺

米沢笹野観音

入間竹寺
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蘇民将来符
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京都八坂神社－祇園祭

尾張 津島神社－津島(天王)祭

入間 竹寺

米沢 笹野観音



水沢 黒石寺－蘇民祭（裸祭）



蘇民将来信仰

最古の蘇民将来符

長岡京(784-794)跡の側溝

から見つかった。(2001-4-19）

27 mm（縦）×13 mm（横）×2

ｍｍ（厚）

中央上部に穴があけられて

おり、紐を通して腰や首にぶ

ら下げて使ったらしい。

したがって、蘇民将来信仰

は民間信仰として古くから行

われていたことがわかる。

八坂神社
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疫隅国社→八坂神社
福山市新市町 素盞鳴(スサノオ)神社 の摂社「蘇民神社」＝ 疫隅国社(エノクマ）

姫路 広峰神社(牛頭天王総本宮） 地養社（蘇民将来を祭る）

広峰・祇園・津島 ： 日本三大天王

北白河 東光寺 (現 岡崎神社）

京都八坂 祇園社あるいは祇園感神院

京都八坂 粟田神社

明治以後改め 京都八坂 八坂神社

川村湊,｢牛頭天王と蘇民将来伝説」作品社、2008読売文学賞



神仏分離令 1868
●権現（本地垂迹説で、仏教神が仮に神の姿で現れた）

八幡権現（八幡菩薩） → 八幡大神 でＯＫ

●牛頭天王

異神を認めず（神は日本本来のものである）

天皇の名を僭称する不敬の偽神

(1) 祇園社→ 八坂神社、牛頭天王社→ 津島神社 と改名

し、さらに

(2) 祭神 牛頭天王→ スサノオノミコト と改め

(3) 神宮寺を廃絶、あるいは分離し、仏教的なものを除去

(廃仏毀釈）

・神社の仏教に対する報復

石清水八幡宮： 仏像等を古物商に売り飛ばす

日吉神社： 仏像等を破壊、廃棄

興福寺： 僧侶が全員還俗して春日大社の神官になって

しまい、管理者がいなくなった。五重塔を買った商人が金具

類を取ろうとして焼き払おうとしたが類焼を恐れた近隣の反

対で思いとどまった。











祇園祭

祇園祭の始まりは，疫病が流行した869年6月7日，災厄除去を祈るために行われた

祇園御霊会（ごりょうえ）である。

7月13日～16日の宵山

17日朝から行われる山鉾巡行

神幸祭神幸祭神幸祭神幸祭 （しんこうさい）（しんこうさい）（しんこうさい）（しんこうさい）

山鉾巡行の日の夕刻から，八坂神社の3人の神が金の神輿に乗って神社を出発し，

鴨川を渡り，京都市内を練り歩いたあと，四条通りの四条御旅所（おたびしょ）へやっ

てくる。そして御旅所に1週間滞在し，京都の街から災厄を祓う。

中御座 （六角形屋根） ：素戔嗚尊 （スサノオノミコト）

東御座 （四角形屋根） ：櫛稲田姫命 （クシイナダヒメノミコト）

西御座 （八角形屋根） ：八柱神子神 （ヤハシラノミコガミ）

還幸祭還幸祭還幸祭還幸祭 （かんこうさい）（かんこうさい）（かんこうさい）（かんこうさい）

花傘巡行の日の夕刻5時頃から，四条御旅所に滞在していた3人の神が，1週間の

滞在を終え，八坂神社へ還っていく。

７月３１日 疫神社夏越祓(茅の輪くぐり)



祇園



伊勢の蘇民将来

イザナギが禊を行うと様々な神が生まれ、最後に天照大神（あまてらす）・ツ

クヨミノミコト（月読命・つくよみ）・スサノオノミコト（建速須佐之男命・すさのを）

の三貴が生まれた。イザナギは三貴子にそれぞれ高天原・夜・海原の統治を

委任した。

伊勢神宮は天照大神を主祭神とし、皇室の祖廟であり、日本神話の中心

である。その近くの二見浦に「蘇民の森」があり、松下社の遺跡がある。

二見の町内の家々に「蘇民将来之子孫也」と書いた注連縄を正月ごとに飾る。

これは蘇民将来信仰が極めて強く二見の住民の間に生きていることを示す。



津島神社 (牛頭天王社）

神仏分離令のたたりを恐れてか、牛頭天王は徹底的にスサノヲノミコに変換され、隠

蔽されている。

和御魂(にぎみたま)社 ← 蘇民社

居森社 ← スサノヲノノミコトの幸御魂(サキミタマ）

← 牛頭天王が最初に来臨した聖地

荒御霊社 ← スサノヲノノミコトの荒御魂(アラミタマ） ← 蛇毒神社（牛頭天王八王

子神の８番目の「蛇毒気神」を祀った神社

八柱社 ← 宗像三女神＋五男神 ← 牛頭天王八王子神を祀る

牛頭天王像 → 宝珠院興禅寺 (次ページ）



牛頭天王像

神仏分離のため

宝珠院興禅寺

に安置





尾張 津島天王祭





宵祭

５隻のちょうちん船

1560  織田信長天王祭を

この橋より見物

陸： 八坂祇園祭

水： 尾張天王祭



高句麗(BC37-668)

百済

(346-660) 新羅

(356-935)

伽耶

(3c-
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阿倍比羅夫

粛慎国を伐つ

660

胡四王神社

越

黒石寺
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上田国分寺

八坂神社津島神社

竹寺

７世紀末、百済、

高句麗が新羅

に破れ大量の

難民が日本に

押し寄せてきた。

一方、同時期大

和朝廷は北へ

侵攻。８世紀は

じめ坂之上田村

磨東征。

難民は東へ送

られたが、どの

ようなシステム

で送られたのか。

ツングース族

粛慎・靺鞨渤海

７世紀末～

９世紀末



渡来民の移動の痕跡

(1) 新羅系 Ｓｉｌｌａ 白鬚神社・ 白山(しらやま）・新羅郡→新座(埼玉県）

宮城県柴田郡川崎町支倉（はせくら）はかつての「陸奥国柴田郡新羅郷」だ。支倉に

は新羅人の供養塔がある。

福井県敦賀市白木は新羅人の名からきた地名で、そこに「白城（しらぎ）神社」がある。

福島県猪苗代町白木城（しらぎじょう）、鹿児島県大口市白木も新羅人ゆかりの地で

「新羅神社」がある。

大阪市の住吉大社の神宮寺を「新羅寺」ということからすると、その付近に新羅人が

居住地したことを思わせる。

(2) 高句麗系(大和では高麗と呼んでいた）

高麗(こま：埼玉県） ７１６ 高句麗人１７７９人を、東国の七国に置く 同年武蔵国高麗

郡設置

北巨摩郡(山梨県）・鹿児島県高麗町

東京都狛江（こまえ）市には、高句麗系とみられる「亀塚古墳」がある。駒井(東京）。

神奈川県大磯町高麗は花水川の右岸にあり、付近には「高来神社」がある。

相模一ノ宮のある「高座（こうざ・たかくら）郡」は高句麗系渡来人によって開拓された

地である。

宮城県柴田郡川崎町支倉（はせくら）はかつての「陸奥国柴田郡新羅郷」。支倉には

新羅人の供養塔がある。



(3) 百済

奈良県広陵町百済には「百済寺」があり、集落は曽我川と葛城川に挟まれた条里

制のしかれた水田地帯にある。

大阪市平野区から生野区あたりは古くから渡来人が住み、平野区の平野川に架か

る橋を「百済橋」といい、旧平野川を「百済川」といった。

滋賀県東近江市には名刹の百済寺（ひゃくさいじ）がある。熊本県の八代市久多良

木には百済来川が流れ、百済来地蔵堂がある。

宮崎県美郷町の旧南郷村には「百済の里」がある。滅びた百済の王族が流れ着い

た地であり、ゆかりの神社や古墳もあるということで、村おこしの一翼を担っている。



現状での観察結果
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